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ハンノキ属ヤシャブシ節 4 iゅの染色体数
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Masataka 30MI火山; ChromOSOllle 、Jurnbcr in Four Alnus 

Species of Sect. Bi_/侔ca!us 

喜喜 Eま 4 ハンノキ ø~~OJ 干 Hに主主村の :t'..夕日が沼められている。との%がiはそれらのゲノム制l!:I.立を角

i叫するためs ドシゎフシ N5の 1"かの上〆ヤぐ/ゎアシ， ヤシ γ ブ j~ ミヤマ iアシャブシお J、ぴ司， t /{.t:> 

:> ，~ ブジの 4 艇についで， 一叱n汚}μJ勾ヨ布初納t刊i川片り~. ~'にζ おけど、 〉市減E成主数うう汁与匂守告叙1μ1κζJみテ l月ら:ら) tれ1..(71お) ~涼j中Lし、5汲数3主、 fおゴよ tぴF吃の;行劾P百効苔をe総広<

L ，やit ごとの祁1Iê!岬 1'1';特 tr~を ιJ かにしすごものマAうる。

ヒメヤジャブシ[士号1 分裂 1'!=j!JH乙 7 のヲ，U'イ本がみられf 日仇吋一純物 CY) り， ζ れ巴t

が 2n:::::28 の 4 {i，\ 'V!.)fil約としているのとは兜なる私;~~-n:_;'-hο ζ れまでに守主主i された 2 {(I; Vf:HL 
ノ， -1'''-:(ハンノ~ト， ノ 1 ワアハンノキ iζ争ふいて~ Jf1"[六 lこヤジユァブシ 11i'iで日，]の I )I <7)ゲノムが rrれするとと

さ?ノすもので ιちる。ヤシャアシ， ミヤマヤシャブシおよび!- t ノマ γν ャブシの 3 ぬ Li ， t '. '}~~'l も簿一

分裂中J(Jjiζ28 似の {dli染Ei本がみられ， とれり二十科、むには 市{わへ比叡が認めら ~'l -r 門その

íf，t o)行動は1ペ1 見J:+ しく ij オ)~L ， jf ゃな J! 粉 P!1/)}~T'~ j十~J)_~ し:t::_:)すなわちが ζ;n， l〆， 0)::; H)iH 、 Fれも H

i ，'(t'tt;火事3であり，オオノ叶ヲシ\，ヅ乙につ(，てはとれまでの出店ん一致 L， l::: 0 -)j ~ ヤシ、プシは 211

=42 または 56 と報'{\"，~れており犯がすよく， ま l:... ミ γr ヤシャプン i立米市千、で，う土和子、戸 J.: で tJ'f)íl

械の変革吉と声れているが，との点、 {cJ: U 3 ト1) とも明らかV u""::lS (/) (-3供何 ß; であるとメ;えられ t~.

8 .{治IE: ふ4り♂:涼J干←滋トトレ護pはま iいJバ、ずず?れも減主紋j文E う分裂約'u時1は与 t紅:と和i←川4九叫ifoぷI口胞{担t仁λ学が灼J (ιr';込Jjノf!注 iしレノてごいる犬た:め1花も半和料i沿松立判杓卜 も;苅;日川:J い。花':;f止:trJ， ~交気記忍、J引!ぷ子抗{

目胞包Uの3 大き δ:は主， 2 (行付添との はかなりの yIIlJ~I;;'忍め ιれたが9 お (iい!の 3 鮒r:叫にはパ誌がなかコ

,. 
，、戸。

品下il 七t 2 'ltHt郊であるヒメヤシゐブジ土木村ii}'~j としてメ -(~'1 t，ヰへと依激化が.~)ものと湾岸

られるおゲノムのおiIJ~~につい二:はY1A ノムの h許:ιろえられ p 支え 自{計十何日!の )Jl{i~ :'f~ Z 呉氏つい

てもま t~n)jらか戸なし、ので，令後ケ'ノム分Nïによる究明が必要である、

[まえかさ

ハンノキ艇は争j1のう〉イヒがう'，([7:' ， I廿界司に約 :iO Ffiが分布している.，ノト刊にはその、I'.);y()) 殺が{乙ポ:L ，

C の」うな例l土伯作I てでfj在みない ο

本J:'i~(() m治と L では， それぞ才しのぬの特 1'1 から，本れのTQí は fU:..E !(ji立川ィム広葉樹として， J: t，:，fjf;本市l

の務;;t，がれ !Ifll または !T\t、川、と!日/ど JL;\J'!i iiJされうわが lílcちも'}l'強1，~~十H将，l さ，れてい β 。

ノハ、 ン/ 千 !属ヲ或i ぴの)勾胤J f=α:包tず，♂つ、1γi

多くの{研ゴ介rヲす究f\'ピl己1 手荷1'[にご J 勺て香 かなりぬ沙くの 11 然{;37 紋ーが、以?与され， 将lこ ú\数判しつ:良子iドìlí引i、することが IIJJ らか

にされたハ しかし， 2 n=28 よ、り少ない FPは滋;!1 まで主けられていなかったため，とてつ」主抜本数そそ x -14 

すると%ロ7 ではあるがその 11長約 l土ぶUf しなし'\ い行犯 j)' i:J ひしていたの 千然 (1968) によ〉てコパ

ノヤ γノ、ンノキ (/llnus inokumae [\1,,1<. et Klls，)が ']11 14. 0) 2 W;['U)['j郊である ζ). さら lご/〈 !i込l---_l

(1967) iζ よってカワラノ\ン/ト(11， sCrYulafoides CALL.)も同，-~7 であと?こ;が係認/_: .{ 1.. , ノ、 γ/ 'Ì ií'l?, 

のι:.!Jl~本紋カ; %''''1であ.， ,( 2 ))è;tl ， ijl';!hJißヲ

ぬ76"j' 5 Ij ,1 b 完L~fi ft ..11 告ilvkulture'~11 

U) 涜林部
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ヤジャブシ ííí'iの名手Eについても，陣内 (1965) らによってp 体細胞染色体数の研究が行われ，ヒメヤシ

ャブシ，ヤシャブジおよびオオノマヤシャブシの 3 稀がそれぞれ 4x ， 6x , 8x であって倍数性系列を形成】ナ

ることが認められた。 これらのゲノム組成を究明1 るため， 1971 主ドより本節の濁ごとに花粉 fま約

胞の減数分裂時における染色』体およびその行動につしγど総長きそfJ~ ってきた。

;t; üpiとはヒメヤシャブシ，ヤシャブジ》 ミヤマヤシャブシおよびオオバヤジャブシの l 夜干震を含むiii" 4 

稀があり，その:全様について紛胞学的知見号~1:~Jることができたο その結架ば ζ れまでの千五台とかならずし

も一致しなかった。

この級王l~.をまとめるにあたって;ふ林業試験場造休部長 戸i耳炎古ド喜一L， j) í!部 Is:i: 'í'iJII嘉夫先生からか

ずかずの泌 r:.'j をいただいた。また F司法林'm~研筑顧問 t1j下正夫先生には科tOJí可定を時Q った c

なお c rt l 、!ぺ事劫簿上のf伝導により行ったのここに

あらためでh議;訟を rfl 上げる。

II 判料および方法

1.材料

日本産ハンノギ燃のうちヤジャブシ長官にはヒメヤシャブ、γ ， ヤシャブシおよびオオパヤシャブシの:1F�l 

と，ヤシャブシの変禄ミヤマヤシャブシとがある。ヒメヤジャブシは裏目ヌドの多雪地帯lムオオパヤシャ

プシは楽日 Yにの lJr({ ，二三 iì% J:l品}jの陵地lこH}J也的 lこすみわけがみられる。さらにヤシャブシはその rt.1 閥均，jお

および iVKi地 }j 主で砕j ドしており守 々ヤ?ヤシャブシは関東および中出ii地方の布地iこ自然分布がみられ，

プ

ペ~) t) 

手者向の接触する 11J1/i~'では自然交総括:とみられる 会れ，そ才Lぞ才Lイ r) キノ\ン/十一〔ヒメヤ

シャブシ×ミヤマハン/干) , )J< 1M; (1957入空ノレミハンノキ〈ミヤマヤシャブシ×ヒメヤシャブシ)， i~':; 

111 (l自(2)，カワ i) ヤシャプシ(ミヤマヤシャプシ X オオパヤシャブシ)，村井(1963) などが気l られてい
ア
ι 、

'"，コ

ノド実験;と{たした Hli はっき?の 4 還である r

!こメヤシャブシ (Al抑制抑持dula MATSUM ,) 

ヤ ν .J1" ~j' シ (A. jirma S. et Z,) 

ミヤマヤシ)，ブシ (A. バrma var. h�tella FR, et SAV.) 

オオパヤシャブシ (A. siebold�na MATSUM,) 

5 f盟休で含ヒメヤシ十ブシば，林試浅川?と験林(東京， 1苛fß) およびj足技研放射線湾

総滋(茨城，大営〕の試植林よ ìJ ，ヤシャブシ iま長陥没[軒高来?11;雲 úl! 訟の小地獄， 5) i]J日， ミヤマヤジャブ

シは栃木県那須郡那須 H}'付近の孫自然木より.また9 オオノ吋7 シャブシは林試内の試鮫オ， (東京歩日.)，ïi)

および諮問県伊夜:ミりJ の自然水よりそれぞれ試料与を採l釈した (Table 1)" 

2. ß縄交方法

花粉iま細胞における もLfi 1tの成熟 i羽の l L司 I:\j 高ÎHこ-1)]校と LJ ，

ざしし，減数分裂の漉j弱を見1ft tC、い雄花手，カ Jレノア液〈アノレコール90%， 3 クロロホルム

;，泣くfflí 際 1 )で[im;乏し， 45%Nt駿液;こ保存した。検鏡はスライドグラス上iこ紡のみを取l:L\いとれ合格

くおしつよくし〉アセトカーミンで染色p 半永久プレパラートを作製!し， 2, 000 {~'iで観客~~ 'rr[:~$jRS-:行った c



ヒメャγ3ノャブ、ン

A 合併ldula

.J.'，~ ご;;/ ヨ、γ ノイ ミノJ 

A Jiグma

ハンノ干 Jf~ 寸アシャブシ立;141量の ;~t~'8f，+、数(染法in

Tabl日1. ハンノキ溺ヤシャブシ 4 磁のがおむiiH本

Ma1:erials used in this experlment. in fonr Alnus 
species of Sect. Bifurcatus 

前 I )J( 泌

No, 1 

トJo， 2 

No. 

No.4 

;ヘ~O曜

No, j 

N(λ ‘ ζA • 

河口. 3 ノム・ ! 

No. 4 d士 e d y 

ちJo、 5

NO.l 

)0, 5 

11. 0 

11 , (' 

Agc Locality 

h~{~ Jt, 
Adult tre巴S

時 _~J\'
Takao, 

三ヤV マ 1号:/ ~ノャ 7氷ン 川口

A firma var. No. :) 
hiγiclla 

No、 4

No, :; 

No. 1 

No.2 
オオノ〈ヤ?ノー\ァブ、ン No 、j
A. sieboldiαn(l 

立li: i~ 
Adult. tγees 

十;
tr日{:.~

79 

l� 

との倹鋭 I戸、iιりして， 花粉の大きさ(主主)([院主)の測定およびスンブ J去による気孔.JL辺J j'lll胞の R i)

(縦 WI{とを)のこ 1:11 ずる調主tを行った〉

1. 形態およびt4:tK

ヒメヤシャブシ

m 綴祭給

-1-.:十ば校がよくうf 自主 l_. した;J<lliオこまたは滋本で， 担初制1I札似tの

であ;り)，光u潟:品おi討J èま主守でよ{低氏、γj'子，ζ'-\t五-~:ぷ;ぷ釘:出i 弘悩i があ:りj ‘ l_: -Ud(，ま滋似{りJ."C ト j(1Í Iま淡、~b ， iJll]!~f<(士一ド，ùív 潟t)しているが J;j(よiとは

4 ぷ!， IJNi:/1 、で， iLt::T'J)どご:1 6 í副総状 iこド去して翁!j 、f る (Plate 1, A 1) 円

会之、孔イi.;/l主1: 11包の/にきさは-fJtáんllMi， llii ('こ)(えなく， ペモ花'M*の、ドJ~J (ió:! ま 22唱。 μ で， 4 :Hlcl1 kt/j、ごあった

(Tahl巴 2 ， Pl乱te 1, A 2)ο 花粉粒の)('ð ;~ìふ俗14: nn\'ζ大 Jながみ iち才?なかった ~V.j~:J官邸主 2 1. 4 1'で，

これも立た 4 将[1\lkl: ;J\ ぜあった (Table 丸 Plate 2, A4) 。

ヤシャブシ

小谷本または溌木で~ ttt~U、木 iþ{とは 5miと迷するもωがあった。州伎は以褐色s 幼校はよく分校ずる o

;?t~ ，ま fj)rijで~)(卵形，低半l' で jt_i 21vMiに終る ~j[!i -t'ねと記長 tJWllのみの鈴;6b とが交互にみられ雪初め卜 jiùWf，の iγ?っし
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1‘呂ble 2. ハンノキ )iJ!， ァシャプシ出ï 4 {1\O)気干しfLìll初 i!J包のノにささ

GU:Jrd cel1s length of si:om呂 ta in four Alnus species ()f Sfうct. Biβ~rcatus 

Dt ,Â 1im 
1-'11 名 Individual l1Ull1ber 、lY たj

Species かf巴an

NO.l NO.2 NO.3 NO.4 No.5 

~ 戸 f1 1九

ヒメヤシ γ ソ晴、ン

A. 戸endula
20. 5 21, 8 23.7 22.゚ 21. 0 三2.0 土 1.30主出

ヤシャブ γ 30. 5 31. 3 A. firma 
勺8.3 ~3()‘() 29. 5 :~O. J _::'c 1. 1 H30 

ミヤマヤシャプシ 28.4 29.1 2己.0
A. fiγma va'主. hirle!lo 28.3 26.6 菅 7 土し ，] lb2

河オ iノg《bヤohシíìaγ持ブシ
A. sieboldiana 

2む 3 28.0 2 七-'. 'コ4 29ι 2己ー '6.6 J:: 1. 3747 

'fable 3. ノ\ンノギ潟ヤシャブシ賞百 H長(!)!tちJ約(!):人;ささ

Pollen grain diam巴t巴r in four Alnus speci巴s of Sect. B凬urcatus 

供 iiJ¥ 材2
主fJ /(, Indíγidual l1urnb己r jと!

Sp日CICS Mean 
No. � No. 2 No.3 :、Jo. 4 ]うJo. 5 

ヒメヤシゎブふシ
." " 

戸 干L

21. μ 
1'. 

A,. �endula 2 コ0.9 21. :J 21. 4 土 0.9ヲ49

ヤシャア、/
29.3 :3 1, 5 .3 3, ;::: 

A. fiγ拙α
jl 、 i3 30. ? :31 暴 3 :i: 1‘ 2845 

三ヤァヤシャフシ
2つ?~、ιa 27. ら 26. 6 

J1. fir押!a var. h叝tella 
dつ.3 28 ‘ 6 27.1 土 1 ， 2165

オオノミヤシ h ブシ
28咽 1 30ι9 31 , 3 

A. sieboldi品na
30.3 29. 1 29.9 士 l 岨ム228

l�iﾍ tと仇廷があるがijt;こ少 L 残る Jh ほとんどみられなくなる。箆iYKは I~ 1m iと協定~い 般によ定の I之さ 5 "'_' 

10 cm, !Pi!r 3 ", 4, 5 cm歩 .t~長泉は卵iRJ1J" j1]{本で長後 L 5'~2. 0 crn で市 ;撲とともにオオパヤシ '1' プシよむ

小さい (Plate 1, B-l) 。

支í{L孔J:il組lljf:!の大き êqま {jt~\1骨片 it)j ~ζ ノミァ去がなく， 、VA均 i~J:tま 30.3μ であコナこ (Table 2, Platc 1, 

"゚2) 0 花紛争'1]..の大きさも f~'í] -1r;.1~Í と If付ふ ?記長j，!UiJ (と民黙がなく， 'j/'YJÍI!な 31 ‘ èl ，u.で? ヒメヤシャブシ ICJ七し

それそれ 38先1 ， ，t6;:6 大きい fn'(1;c jJくした (Table :j, Plate 2, 134)υ 

ミヤマヤシャブシ

ヤシャフシの変仰とされ， HJJ仇立与0， EK'誌などのÆ'状は自ÎJNnこよく1lfi似してし、るが，校3(í! iこ fとそ多く

ffずる;:、し.foR.'記がややト:Aj!;してi.~J(L~よるところが異なる (Platι、 1 ， C-l)υ 

気 flAL辺和ì!胞のえさるは，供.Ìl\'í~~Jí似たj に大去がみら4γ

がなかった (Table 2, P1ate 1, C2) 。

花粉校の大きさも@!体的11ζノ人去がなく p 司法Jﾚ!!U;t 2'1. 11" "(ありす 乙れも ùíJhF との!詰 k: A二がよ恨められな

カλ った (Table :3, Plate 2, C4) 。

オオパヤシャブシ

樹Jt5および生脊状況，，1，さきのヤシャブシおよびミヤマヤシャブシに知似しているが，校は太七貨持
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'1、"bk ,1, ハンノヰヒ"シ γ/ ン 4 Î ら)) i}似;て γ/jilJtJUJ

:t-;.J' ;/ヤノ}シ

A , s�boldirmrl 

弘行

ぅι 、.~.li) ;れる f求 w 毛、 Ylijl;で Jうそ) (J)ìatc ふ りわど

，~ fJ:, 似体 ζはノ人がられず今 、 líj ，júÓ:J 2尽 6 f.s， じろ(き()可，1 乙 λ ゾシよこ~~ミ

ヤマ 17 シ γ プゾκ 正 l ノている、J ヒメ γ> 斗 /γ よりもれ 2!ìお f句、3 ゃ'/__: (1、able 2 予 P18.t" J, D2) 

11; jラ対立のノ人、子、さについも γlhj' ノく f占l'ね!日;こはたぶもがみら i;i す， '/HJ in'{;j 2仏 9p ご d:) ~ ぷì 2 

ト，ァもメf呉/コむよ(められなか戸、 -r'~ ヒメヤ:./シJ、 iよ，140 S~:!' ~)，ん (γθI.blc :0" Phtc 2, D 4) '! 

なおニメノシ γγ ゾ}ヤシゾ y 、/ち と-\，" ，，:..，.，り，'/ .J，プノょっォーォ f シ :3 '!:: ()) [f:¥'1 1: ころら i"'/'

うミ主大さ与，ィEmおり人A さ F了

2. 減数5y差益の時綴

汁ごよす(".(j何人ぢたり

ぬ71 〆 19Î4{fO) <1カ誌に得?と制:平 if'，:i 渋から‘似政分災ω制緩 J、れるは "γ マヤ:.，..- .1-/プンは 9 )J 

FﾍJj l おり‘ 4 !;}、 ω C;./.いでも fしどらいく，っし、勺{メヤシ}ブン()) 10 n Î:i], ,\" j ，"ブ、/の 10)] ，1 1 1;;とあ

り，オオノ.(" -'1ノ γ ャ '7 シ i立 AJ: L おそくで W Hサ、1. 1 ,IJ j 官lj じ tヂ).-:\た r;ij 内でも 1内心妨げr U) りがい

や， :1 守主 1コ巧えられる l';~1 そし')りは/\ざえは、ょっプゴ cruble ,1)" 

:1. 波数分裂の染色体とその行動

ヒメヤシャブシ

1971W, 怜総体ドJ:n+i 科につ L 、強烈したが$以ヲ 日 !i似たお心政，r!唱はのおgl[r;'

[ふ どよむ!，'Í本/)マ 7 仰t%，うさ立しナF ~) ?へ〆~)?えい I n !てれる(ドlate 2, 

Jへ 1)ι :I-ij 三 r 之 ζ なる l':t 叫らいちうトl也》し刀、こ，点そ した

乙 日 7 i泌じゾ )fゴト!日(本トら j i 行 (Pl己 tc 2-j ;¥  -2) 、 、〉がて...ら u 手íil しで

!L，'，市た花粉 1)q分(石形成 L.--' 1 分以ーが料、、のう一白1\ 去、ご、 4 かとさ fこ (Pbtf' 2, Aγ3) 

このおける弘t~~:t1(の í りとはく兵【Eはふと、めら i-~， /~~'.かハた( り分 (J) 〆j.\L L {きわて i\ゾえてあっ大

CPlatむ 2l A 叩4) ，

lヲ 7Jt! ，~(はす 行総11'品目上誌 Lノ〉十J字、↓!と〆 )0. て店主民ノ;三く 立 i ゴじとIriJ 絞でド] _')メ γ
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シャアr シは ε こオしまで 2n=28 と誠治おれてきたが，今凶の制3誌はこれと全く里見なる。 すなわち，本橋は

日 7 !}) 2 性 i庁'tÍJであり ， 1ft)ぷ 4 されていたのは，組後のあやまりにもとずくものと忠われる。

ヒメヤシャブγは，こi ノてノヤマハンノギおよびカワラハンノキに続くハンノキ民;とおりる議) 3 の 2 的十i

純物でおって，とく Jと前 2 極と奨なるヤシャブシf{jí iζJpjずるもの唱であるから，新らたなlJI~のゲノムの彩

{E与を lijj らか lごしたものといえよう。

ヤシャブシ

1973 、〆 1ヲ74;干 Ji'f: lüfi( l!江南一 lff; ヰミ)'，i\"i~伃i )1'; のノ]\.!:!!;jik，別所 ~S どの自然水そ~:M料として iHJ~察した治IU:j( (泌郷，

1975) ハ 28 i!ì，j の~~'iliJ長J主色体が縦察されたっ これらは比絞引くい接合状諮をノ]リノてい

るためp その持~{:;- ~~~~は 28n と見守えられた c しかし雪 l 寺 ri\J(tj経過のなかで， これらのご市.Hi染色体のそれぞ

れがjお立しむ、い，いわゆるこ次;子JI長会現象が認められた。完全な多Ílili染色体とみられるものは符なしない

(Plate 2, B 1) , 清一品分裂の後l~J-.J \とは 28 れぞれ分i殺し，均等 lζFt)極:こ移行したのち

娘桜を形成したりとの ii日にも遅滞染色体など呉常な行、動を示す染色体は全く社p却しなかっ/ご n

;v;-----~分切には， 削減!とそれぞれ 28 仰の:三分染色体が涼められ， ζ れらはやがて縦裂して II二常 txft

:[~W日分 jこを形成したハそのため成熟花粉の所見においても大小花粉の混夜は認められず稔さiーも JZし、ものと

だけコれ?と (Plate 2, B-2, [3-3, B4) 。

以上の観察給月Lから本主)Ui n=28 の 8 と J3えられるのこれまごのf日tf で\，j:: 2n ニ 42 の 6 依悦務

(陣内 1965) と C) れていたが，これとは全く -致せず， 2月二%とする日IJの被告(船 I 1958) と…致する

キ，\[*である。

に械はおとにの{自主主将植物でみるが， I日]い稔'f!t~-:lj レているっとれはさきにどt~べたように，減数分裂の全

~\ntがすべて lE'iむに行われ布I i!!包 "}':(/J I と !féjË していることのあらわれといえよっ。磁の成凶についてnは，さ

ざのヒメ γ ゾヤアシを総本植物として{点数化への進化が起ったものと r替えるが，そのゲノムの奥刊につ 1，、

ては/子後うピl丹しなければならない υ

ミヤマヤシャブシ

1971 ぺ974句、の 3 カ3年間にわたって，削除ょっさきにt丸察を行った認である。材料は栃木 Uium浜隠の rþl

版，結1尚 300m 付iutc 臼<:t-r- ò 制体である。

え民主主;給栄は警守3 サ子製 I .fJj討!こ 28 制の_1I!lï染色体が認められ...._~ f火 Ü'j 様子，-j:Q段があり， 第二分裂も呉;引

なく!とt!ijt.~~v買うトf 会形成するなど，説illj包学的 ìt 前経び)ヤシキプシ Jア対似しているととがわかった。ネ;ぬの

染色体数はこれまで米確認"とあ勺たが》 ζの結決から抑 =28 の 8 {{5'f!i:.liliî物であると湾えられた (Plate 2, 

B 1, ﾟ 2, B-3, I:H) の

オオバヤシャブシ

1971---1973"1三の間に， 干にJ;以外]および HTt)潟県伊 ~a 半島の材料につしドぐるさ!'1i習をイ i コた。そのあj1"!tL ， 前 2 械

のヤシ γ ブシおよびミヤマヤシャブシの減政分裂の会i@lれとみられた没色体およびその行動と全く知的、し

ており，同 ~o28 (28rr) の染色体力t観察され，とれまでの報告と 1注していた (Plate 2, D-1 , D-2 , D 3, 

D 4) 。ええやE もまた lìíj 2 NJ ，):[i iJ織に JE常 ld: ì1t,&;t:-y 7} lj~ ~:.行う 8 f;"i '[i j}i(,[ 1~Jて;ある L 結論されるり
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考I刃

とさで iS 才、 cJ) 3~jLú 将があり，時本の lよかvでもハン J \fl誌には自然絞殺 nーが多くおめられている

ヒメヤしてし 1 る。ヤンヤブシ m:í内のねにつし 1 てもイ本千fJi本政の研究から，

/-FYJ 
、 1丈
1 。8 {('，イ~~)お6 ii汁j:，ヤシ寸プ Y ， 'l オパヤ /γ プシがそ;ftぞィし 41Þ;"Vi:. ，シャフシ，

れてきた"

ヒメ
ャ{; n吋

羽 4 司 』正予しかし?rkおがうイ:'j 綴察した;1!:.Tl}í手細胞における減数分授の:設立叶よお上びイ」‘!li!iに泥ず

/
 

、
、
〆

A介
1
14
 

J
 

ノ巴k
v
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川Vi
 

P
 あ n ，7υ) 2 1;いq:. ，t!Ll[~i?/jヤシャブシは i)rjt18う子~，ii ~n~ , ql JvJ i-とおし I て 7証のがJf下ノパ昔日

小切においてお立宅二;i~'J'l' れも災ミヤマヤ y 、hβシおよこオオノイヤンャブシの 3 王ふ:/下

フ
ー'

I
 

ハhりれまでの?を作にみられたにうな 4 刊r秘お!. 
J いの11- =28 の 8 fm ド|点i![物 おるとユが明らカぺご fJ:

'i!j :t号'ì.(-ま {!'j'f:しはい。

ニァノ、ン/ 斗ハンノキ j潟ωなかママの 2(Jfy有t;f!1f()):':fむ \tiま， ごく渋近!となってコノ、~ / O~i" マハ;/ / 1 ん‘ Jマ γ1J

i いてし ， jこヒイョ\" >十ブシか 2 í:'dl 利下 1. l ノ転負ちでもこì. L 主つ 4 ，{什ド 1 *，1; と汚えiとっし、での!'{iノ~:;.があるが，

"・イ与;;，.) ι存{Iしていたことは 34)11ぷがj;fj:jとれ，判らしい l 経υ〉ノ/ノムの i!hイイを 7J~[0: しているもの

8 {たJ刊l'fi(まJ本のみに!Vfr)'(¥ I'('J iご {]'.(Eするが， l:~jð，の fiI数であるにかかわらず，減数分 におけ

これらの誌がltWx Ir~ rH; ¥-" l' t" tü総有ずると三日対 L て 9 おiI!j;g'苧 ;TtfF3zid

ーム 1) ) 

るi.Kf主体 O)f'j"~グjは正常であり，

ヒ士約[の 2 ()(-j安 (;J~~，象があり.~ :1W c/) )l2 rr:l 8 けを与えている。また，

j ， 11長令 11)]ι:，).， ~こl__:) iEb うJ ノムメíHJi によ「、てゲノムの典滋，;3 {y~ {(J )C' YJ~のtI:ßWI i.~ Yi.~ ~子力、:十てし、ぷ。 今 f丸

治;~解明していく.~;えであるの
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Chromosome N祖mher in Foul' Alnus Species of SeeL Bifurcatu8, 

MaBataka SOMEGO(l) 

Summary 

Observad.ons ¥vere made 011 the numb巴 r and behav卲ur of chromosom日s in 1:he course of 

reduction divislon at the pollcn mother cells in A巴 pcndnla MATSUMリ A， jî抑na S , et l" iL fin叫G

var. hirtella FR. (うt SAV. , and /1, siebaldiana )\;L~TSUM. ， during the period frorn 1971 to 1974. 

お1at巴rials were coJ1飢えed from 五 ve plants in e乱ch 8p記cies whích 乱re p1乱nted (lτregenerated 

naturallv at several 10c乱tions shown ln TablεL 

Male fl.ow巴rs used 辻s mater僘ls were fixed with Carnoy's solutlon for tw記1v日 hours and 

then store� in 4.5 per cent ac日tic ac�. d t�1l the t.ime of observation. 

Anthers separated frorn male flowers w巴re 号quashed on th在日lide glaちs and 81:旦 ined with 

aceto-cannine before observati.on with a 1ight miじ:ros正 ope.

]、h巴 resnlts were as follows : 

1. Meiosi品 in poIlεn moth巴r cells took place in early October in A �endula and A firma , 

in latεSentembεr b A‘ fì円na var. hir!ella 註nd in late October iη A. sieboldiana. 

2. Dur匤g the first metaphase of m巴iosis in pollen mothel じ巴lls s巳ven bivalent chromosomes 

(7n ), vvere c1early seen in A. 戸￠悶d討la ， and theτ1 meiosis normally pfOC巴色ded to form daughter 

nllcJeL In 1.11e s日cond metaph日se t.¥VO sets of seven chromosonl忠 dyads were obs巴τved， and 

f�aHy nのrmal pollen te1:rads were form日d. On the basis of these obserγat.ions 1t 﨎 assumecl 

that iL戸endula 18 the d綠loid plant w咜h chτom(陥om日 numb巴r n "'" 7, 8lthough th� species had 

be巴n thollght to be a te!:raploid plant w羡h zygotk chromo80me 2n ,", 28 (Z lNNAf, 1965) ‘ 

3‘ Twcntŷeight hìvalεl1 t chromosom告日 (28n) were c.1 e品rly 5e芭n in A. fir押ta ， .11. fir例措 var、

h叝tella and .t1. sieboldia河a during the !lrf;t metaphase ()f meiosis in po11en mother cel1s. Meiosis 

no rmally proceed吋 to form dallghser nucle� 匤 a11 th日5e species. Tn the middle o:f the sεcond 

methaphase two set日 of chτornosome dyぉds were obseτved. Matuγe pollen w礼S

highJy feγti1e. Thes己 übsεrvatlolls in me�ds show /l. βタ削a ， /1幽 fìタ押ta var. hげtella and .4. 

s� eboldiana a rε 1;h己 octaploid plants w咜h chroll1osome number n <28 

4. No obs日rvation has been made 80 far on chromosome number in A. finna var ‘ hirtella, 
wh�1e the pres日nt observat卲n in .4, sieboldiana coη五rrns t11e previous obs己rvation (Z!NNAI, 1号65).
However , th8t in A. firma givεs quite differen t r 円mlts in comparisoτ1 to the description reported 

prev卲usly <:.S this species .is t:he hピxap]oíd pla乱t with zygot兤 chromos口市立日urnber 2n=42 

(Z !NNAì, 196tJ). 

G. 1\1乱!:uye pollen 百lze of the octaploid plants were 乞日r by 26.,-46 per cent in dﾎameter 

than tha1: of I:ﾍle diploid pJant, and は:omatal gu乱rd cells of the oct乱ploid plant日 were 1旦rger by 

20ハ ~37 p忠r cent in length than tba1: (Jf the diploid pl呂nt.

6. /1, �endula which has been revealed to be a d厓loid p1an1: with 且 singie genor日告 may 

he a basic plant of 1:he octaploid plants in this sectíon, Bifurcatus , 

Rece咩ed May 5, 1976 
(1) Si1viculture Div﨎ion 



川>/干 );ryj ヤン吋 f シ 4 jJ; O) j~ (乙W，!'I\) Plate 1 

A. A ‘ 戸内zdula B.!L Jìr丹UI C. A. /irma var. hirtrdla 以 A. s兤{!oldiol1a 

1. Twigs w羡h c�cs 2. Stomata 

Platc 1. ハンノド尽ヤシ γ ブシ 4 引のおよび[字決と支ULJL辺抗日 IJ21

Leaf 日nd con巴 sh呂pe and stomata siz巴 in fOl.lr A!nus 
species of Sect. Bifurr:αtlts. 



---Platβ2~- 1オユk_iえら支Jfi;FH うこ約iit 係 287; ;. 

A‘ A. 戸endula 1元 A. jirma C ‘ A. jirmαvar. hirte!!a ひ. A. síehο!diana 

1. Metaphase 1 2. Metaphase TI 3. An丘ph社se 1I 4. Pollen tetrad ~i. Matured pollen 

Plate 2. ハンノキ成ヤシャブシf[]l 4 か'1'の泌数分主および!反

Me�s� of pol1en 1110ther celJs and rn乱tured po1 ì とロ

grains in four Almls species of Sect. Bifuγcatus. 


